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要旨（Abstract）
「運動器症候群」とも呼ばれるロコモティブシンドローム（locomotivesyndrome）は、加齢に伴う筋肉の低下、
関節や脊椎の病気、骨粗しょう症などを原因として運動器の機能が衰えることである。しかし、近年スマホ・ゲー
ムの普及や外遊びの減少による運動不足等により、その姿勢が悪くなり、運動器機能が低下して、しゃがめない、
腕が真っ直ぐ挙がらない、体前屈できない、すぐ骨折するなど、子どもの身体に異変が生じている。このように、
体がかたい・バランスが悪いなど、子どもの運動機能が低下した状態を「運動機能不全」または「子どもロコモ」
と呼ぶ。
本研究の目標として、「①対象のＣ小学校は、けがの発生件数が非常に多い。そのため、ロコモティブシンドロー
ムを予防する体操（以下、ロコモ予防体操）を通して、けがをしにくい身体をつくる。②けが予防についての関心
をもち、けがが少なくなったと実感し、ロコモ予防体操に進んで取り組もうとする。③身体を動かす楽しさ、気持
ち良さを知り、自ら運動に親しもうとする。」という３つを設定した。Ｂ市の公立Ｃ小学校第５学年35名（男子19名
女子16名）を対象とし、１年間を通して、「朝の会」と「体育の授業時」にロコモ予防体操を実践し、その推移及
び変化を調査した。
本研究の対象期間は、2017年４月～2018年３月であり、クラス別けが人数の差は若干の違いとなっていたが、個
別のアンケート調査では、他クラスとの意識の違いがはっきりと表れていた。また、児童の自由記述の感想からは、
児童自身もけがが減ったり、けがをしにくい身体づくりを心掛けることが出来たりした結果や姿が如実に表れてい
た。さらに、保護者アンケートからは、ロコモ体操に肯定的な考えが多いことが示唆された。
本研究等の蓄積や普及により、子どものロコモティブシンドロームとロコモティブシンドロームを予防する体操
があることを広く多くの人に知ってもらうことができるよう、実践した子どもたちが家族や地域の人たちに教える
ことで、子どもたちだけでなく周りの大人もけがを未然に防ぐことができるようになってほしいと考える。
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Ⅰ．ロコモティブシンドロームについて
１．ロコモティブシンドロームとは
ロコモティブシンドロームとは、「運動器の障害によって、移動機能が低下した状態」をいう。ロコモティブシ
ンドロームが進行すると、人の自立的な生活活動を阻害する。介護が必要となるリスクを高め、あるいは介護が必
要となる１）。したがって、「将来の要介護状態、寝たきりになる予備軍」になるものと考えられる２）。
また、ロコモティブシンドロームは「運動器症候群」とも呼ばれる。これは、加齢に伴う筋肉の低下、関節や脊
椎の病気、骨粗しょう症などを原因として運動器の機能が衰えることである。加齢による筋肉量の低下や骨（軟骨
や椎間板を含む）の弱体化が原因となって起こり、骨や筋肉の量のピークは20～30代にあり、その後はゆっくりと
低下傾向となり、40～50代で身体の衰えを感じやすく、60代以降は思うように動けない身体になってしまう。筋肉
と骨は運動や日常の生活活動によって、適正な負荷がかかることが必要で、実行されれば筋肉や骨の衰えが軽減も
しくは防止できるとされる３）。
ここで運動器とは、身体運動に関わる骨、筋肉、関節、神経などの総称であり、運動器はそれぞれが連携して働
いており、どのひとつが悪くても身体はうまく機能しなくなる。また、複数の運動器が同時に障害を受けることも
あり、運動器全体としてとらえる必要もある２）。
２．ロコモティブシンドロームと子ども（子どもロコモ）の問題
近年は、スマホ・ゲームの普及や外遊びの減少による運動不足等により、姿勢が悪くなり、運動器機能が低下し
て、しゃがめない、腕が真っ直ぐ挙がらない、体前屈できない、すぐ骨折するなど、子どもの身体に異変が生じて
いるといわれている。このように、体がかたい・バランスが悪いなど、運動機能が低下した状態を「運動機能不全」
または「子どもロコモ」と呼ばれ、近年研究が盛んに行われている。なお先行研究は、後述する。
この「子どもロコモ」の背景には、体をほとんど動かさなくても日常生活が送れてしまう、超便利社会の進展が
あげられる。また食育においても、何でも手軽に食べられる一方、好きなものしか食べない、偏った食生活に陥り
易いという現状や背景も無視できない。さらに、朝食の不摂生や１人だけの孤食等も、大きな社会的な問題になっ
ている。健康な心と体を育めなくなってきているのである。
「子どもロコモ」の原因は、まさにこのような生活習慣そのものにある場合が多く、現在問題がなくても、将来
骨折等のケガを引き起こすことも少なくない。林承弘（2015）は、けがの発生原因に着目し「埼玉県学校運動器検
診（2010）で身体を動かす基本動作である①片脚でしっかり立つ、②上肢を垂直に挙げる、③しゃがみ込む、④体
前屈する、これらのうち一つでもできない子どもたちは、実に４割強にのぼりました４）。」「身体のバランスや柔軟
性及び反射神経（危険回避能力）の低下は、けがや故障を誘発しやすく、これを運動機能不全としました。」と述
べている５）。また、林久美子（2015）は、「『こんなことで？』と思われるようなけがが多発している。例えば、少
し高い場所から跳び降りて、両足首を骨折する。転ぶとき手が着けずに顔面をぶつけたり歯を折ったりする。手は
出せても手首を骨折するなどである。柔軟であるはずの児童の運動器に異変が起きている。」と警鐘を鳴らしてい
る６）。つまり、運動不足による体力低下により運動器機能が低下し、それによりけがをする子どもの数が増えたと
考えられるのである。
ここで、「子どもロコモ」に関する先行研究としては、2015年から徐々に増え始めており、Ciniやgooglescholar
で検索すると、「子どもロコモへの理学療法士としての取り組み」が2015年に７）、2016年には「千葉県内の子どもロ
コモティブシンドロームの現状把握と予防意識の調査」が行われており８）、理学療法士の取り組みや整形外科など
医療的な研究が端緒に、徐々に始まっている９）。また、2017年に初めて予防体操が紹介され10）、本研究の視座を得
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た林（2017）による研究へと続いている11）12）。なお、最新の研究では本研究と関連するような「高学年児童の運動
器(骨と筋肉)発達と生活習慣との関連」を研究した明渡（2019）などが報告されている13）。今後ますます、こういっ
た研究が浸透及び発展していくことが推察される。
Ⅱ．目 的
１．Ａ県Ｂ市立Ｃ小学校の課題
林久美子（2015）は、Ｃ小学校に赴任した当初、けがの発生件数が多いと感じたため、安全指導や危険予知トレー
ニング等を取り入れた「保健」指導を行ってきた６）。その結果、図１のようにけがの発生は少しずつではあるが、
減少傾向にある。
しかしながら、転ぶとき手が付けられずに顔面をぶつけて歯を折ったりするとか、手をついても手首を骨折した
りするなど、児童の身体機能、とりわけ運動器機能の未熟さが原因と思われるけがが、未だに多発している６）。
２．研究の目的
旧学習指導要領の小学校体育科の目標には、「心と体を一
体としてとらえ、適切な運動の経験と健康・安全について
の理解を通して、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力
の基礎を育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図
り、楽しく明るい生活を営む態度を育てる。」とある14）15）。
そのため、これらを踏まえ、本研究では以下の目標を設
定した。
１）Ｃ小学校は、けがの発生件数が非常に多い。そのため、
ロコモティブシンドロームを予防する体操（以下、ロコモ予防体操）を通して、全般に亘ってけがをしにくい
身体にする。
２）けが予防についての関心をもち、けがが少なくなったと実感し、ロコモ予防体操に進んで取り組もうとする。
３）身体を動かす楽しさ、気持ち良さを知り、自ら運動に親しもうとする態度を育てる。
以上の３点である。
Ⅲ．方 法
１．対象
実験群は、Ａ県Ｂ市の公立Ｃ小学校第５学年35名（男子19名、女子16名）である。対照群は、同学校の他学級と
した。なお筆頭筆者は、実験群の学級担任である。
２．期間
実践の時期は、2017年４月～2018年３月の１年間であった。
３．実践内容
実施内容は、朝の会（３分ロコモティブ体操）と体育の時間（ロコモ予防体操バージョン２）である。
４．検討事項
１）学年やクラスを比較し、けがが減っているかどうかを判断する。その上で、運動に進んで親しもうとする態度
の育成を目指す。
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図１ 医療機関へ受診したけがの発生件数の推移
（人）
２）自由記述のアンケート調査で、筆者が気づきのサインとした直線と波線についてを分類及び分析する。保護者
アンケートの項目についても参考として分析する。
５．倫理的配慮
本研究は人間を対象としており、名古屋経済大学大学院の倫理規定の配慮にのっとって実施された。さらに学校
長の許可、保護者の研究・協力への承諾を得て行われた。なお写真は、個人が特定されないような工夫を施し、適
宜マスクなどを着用させた。
６．教育実践の様子
本研究は、研究成果を広く般化するための実践報告的な意味合いも併せ持っており、教育実践の様子を写真で紹
介する。
１）朝の会
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写真１ バンザイ 写真２ しんきゃく
写真３ 片足バランス 写真４ 手首（上）
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２）体育の時間
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写真５ 手首（下） 写真６ 長座体前屈
写真７ フィギュアスケート 写真８ ねこちゃんポーズ
写真９ オラウータンのポーズ（手のひら） 写真10 オラウータンのポーズ（指先）
Ⅳ．結 果
１．学年別けが人数の推移
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写真11 長座体前屈 写真12 ピアニカフィンガー
写真13 おしり歩き
一人当た
りの件数合計件数３月２月１月12月11月10月９月７月６月５月４月
1.791864147122514421292810１年生（104人）
1.951818101514716276333114２年生（93人）
1.1111121677111716112139３年生（100人）
1.47128688121414111191520４年生（87人）
1.5116081111121023278191516５年生（106人）
1.801715111591214238302717６年生（95人）
表１ 学年別けが人数の推移（2017年度）
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2017年度の学年別けが人数の推移を、表１に示した。その結果、２年生でけがの発生が一番多く、３年生でけが
の発生が一番少ないという結果となった。３年生の学年は、１年時より継続してロコモ予防体操を家庭で行ってい
るコホート学年であり、その効果が相当程度に認められたものと考えられる（次回、報告する）。
２．クラス別けが人数の推移
次に、2017年度のクラス別けが人数の推移を、表２に示した。その結果、学年の結果と同様に９月が多いことが
明らかとなった。また、けが発生数はロコモ体操を行った実験群の５年３組が、一番少ない結果となった。
また、３組（実験群）のけがの内訳については「挫・切・裂創」が７人、「目の負傷」が１人、「打撲」が13人、
「捻挫・挫傷」が12人、「その他」が１人、年間合計が35件であった。
３．児童アンケートの結果
児童アンケートQ１を、図２に表す。
その結果、１組は60％、２組は45％、
３組は90％で「けがが減る」と回答し
ていた。
児童アンケートQ２を、図３に表し
た。その結果、１組は80％、２組は
50％、３組は90％で「ロコモ体操でけ
がをしにくい身体づくりになる」と回
答していた。
児童アンケートQ３を、図４に表す。
その結果、１組は45％、２組は40％、
３組は70％で「ロコモ体操を取り組み
たい」と回答していた。
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表２ クラス別けが人数の推移（2017年度）
図２ 児童アンケートQ１
図３ 児童アンケートQ２
図４ 児童アンケートQ３
児童アンケートQ４を、図５に表す。
その結果、１組は35％、２組は30％、
３組は60％で「ロコモ体操で身体を動
かす楽しさを知ることができる」と回
答していた。
児童アンケートQ５を、図６に表す。
その結果、１組は30％、２組は30％、
３組は70％で「ロコモ体操を知らない
家族に紹介したい」と回答していた。
４．児童の感想（自由記述）から
2017年７月～2018年３月に、５年生の実験群を対象に自由記述式のアンケート調査を行った。そのうちの３名の
結果を、以下に記した。棒線は筆者らの考えた内容と符合する部分を示してあり、概ね良い傾向が認められた箇所
である。波線は、今後、改善すべき課題と思われる箇所を明示した（筆者らが、下線を付記したものである）。
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図５ 児童アンケートQ４
図６ 児童アンケートQ５
① 男子A児
１学期
朝の会のロコモ体操の時間が短いのでやっても意味がないと思います。ロコモ体操の時間を増やせばけがを釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
予防できると思います。釈 若錫錫錫錫錫錫錫
２学期
ロコモ体操をする前は、よくけがをしていたけど、ロコモ体操をやり始めてからは、あまりけがをしなくな
り、けがが減りました。体育時のロコモ体操は短いと思ったので、３学期は体育時のロコモ体操をもっと長く釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
してほしいです。釈 若錫錫錫錫錫錫錫
３学期
ぼくは、１年間ロコモ体操をして、少しずつけがが減ったと思います。理由は、ロコモ体操をやる前は、よ
くけがをしていたけど、ロコモ体操をやると、けがが少なくなったので、ロコモ体操でけがが減ったと思いま
す。
② 男子Ｂ児
１学期
運動をしても、ころぶけど、日ごろから、よく運動をしとけば、けがをなくせるかもしれません。正直めん釈 若錫錫錫錫錫
子どもロコモの予防に関する教育実践研究（Ⅰ）
５．保護者のアンケート結果
次に、保護者を対象として「ロコモ体操」についての意識調査を実施した。参考とした調査項目は、以下の通り
である。
１）子どもの様子について
Ｑ１ この１年でけがが減りましたか。
Ｑ２ けが予防の意識が高まりましたか。
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どうくさいけれど、積極的にやらないとけがにつながるのが、わかったので、真剣に取り組みたいです。けが釈 若錫錫錫錫錫錫錫
をなるべくしないように気を付けたので、そこはい生かしていきたいです。ロコモ体操は、けがをへらせるの
がわかった。あと、ロコモ体操は、あまりやりたくないけれど、少しずつやらないと大けがをしたりするから
もしれない。
２学期
ロコモ体操をやって、面倒くさいけれども進んで取り組むと、けがを予防できる。ロコモ体操をやると、う
らにかいてありましたが、けがが減るのかな。体育の時間でやっているロコモ体操も頑張ってけがを予防でき
るので、これからもやっていきたいです。
３学期
ロコモ体操をやってきたけれど、正直疲れる。長座体前屈がつらかった。とてもいたい。ロコモ体操をやる釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫
とけがをすることはあるけれど、たぶん大けがなどは減らせると思う。
③ 女子Ｃ児
１学期
やっておいたほうがいいと思います。理由は、ロコモ体操をするとけがを防ぐことができるし、体育の時な
どに転ばずに過ごすこともできるからです。やっても損はないと思います。１学期でけがをするのが少なく
なったのでロコモ体操やっててよかったなと思いました。保健室に行く人も少なくなったと思います。転ばな
いように手をついてけがをしないようにできるし、けが人が減るので安全に生活できると思うからです。足が
ひっかかっても、けがをしないと思います。ロコモ体操は体だけではなく、指や足を動かす体操だと思います。
転ぶのを防ぎ、けが人をへらすことができます。けがをしないために手を動かしたり、長座になったりすると
思います。ふつうの体操よりいい体操です。
２学期
ロコモ体操はけがを防ぐだけではなく、とてもよい運動になります。さらに毎日続けることで、実際にけが
がなくなっているので効果は大きいと思います。なのでロコモ体操をやっている人とやっていない人の差も大
きいと思います。ロコモ体操をすると、毎日の習慣になりますので毎日、体を動かすことができます。体育の
ときにロコモ体操をすることで体育でのけがも減ってきたと思います。
３学期
１年間ロコモ体操をしたらけがが一気に減った。それをお母さんに話したら、お母さんの友達もけがが減っ
たらしく、ロコモ体操の効果は本当にあると知りました。ですので、これからも毎日、ロコモ体操をしてけが
を０にしたいです。
Ｑ３ 外に遊びに行くようになりましたか。
Ｑ４ 家でロコモ体操の話をしていましたか。
２）保護者様についてのアンケート
Ｑ５ ロコモ体操でけがが減ると思いますか。
Ｑ６ ロコモ体操でけがをしにくい身体づくりになると思いますか。
Ｑ７ ロコモ体操で身体が軽くなると思いますか。
Ｑ８ ロコモ体操で身体を動かす楽しさを知ることができると思いますか。
Ｑ９ ロコモ体操で身体を動かす気持ちよさを知ることができると思いますか。
Ｑ10 ロコモ体操で運動が好きになると思いますか。
Ｑ11 ロコモ体操を知らない友達に紹介したいと思いますか。
Ｑ12 ロコモ体操を知らない家族に紹介したいと思いますか。
Ｑ13 ロコモ体操は良いストレッチになると思いますか。
図７に、保護者用アンケートの調査結果を示した。その結果、保護者の傾向としてはロコモ体操に対して肯定的
な見方をしている一方で、児童とロコモ体操の会話をあまりしていないこと等が窺われる結果となった。
Ⅴ．考 察
１．学年別けが人数の推移
学年別けが人数の推移（表１）を月別でみると、特に６月と９月にけが多いことが明らかとなった。６月は、梅
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雨時期により校内でのけが、９月は運動会練習でのけががその原因と考えられる。７月と３月については、年度末
で学校に来る回数が少なかったため、けがの発生も少なかったものと総合して考えられる。
学年別でみると、２年生でけがの発生が一番多く、３年生でけがの発生が一番少ない結果となった。１、２年生
の低学年は活発であり、すぐ転倒したり、仲間同士のけんかが起こったりするためであると考える。また、小さな
けがでも保健室に診てもらわないと不安で泣いてしまう子も多いからであると考えられる。３年生は、１年生時か
ら毎日宿題として継続的にロコモ体操を行っているためにけがが少ないと考えられる。２番目に少ない４年生は、
児童の絶対数が少ないため、けがの発生数も少なくなったものと推察された。
２．クラス別けが人数の推移
クラス別けが人数の推移（表２）を月別でみると、９月にけがが多い結果となった。他学年同様、運動会の練習
などでけがをする児童が出たからだと考えられる。
クラス別でみると、わずかではあるが筆者が担任した実験群学級のけがが一番少ないという結果になった。なお、
統計的に見てみると、一元配置の分散分析のあとの Tukeyの多重比較の検定を行った結果、２組と３組の間に有
意な差（P＜0.01）があることが明らかとなった。したがって、本研究による子どもロコモ予防の教育実践の効果
が、一定程度認められた結果となった。
３．児童アンケートの考察
Ｑ１「ロコモ体操でけがが減ると思いますか。」の結果として、対照群の１組は60％、２組は45％、実験群の３組
は90％が「けがが減る」と回答していた。実践した３組は、１年間を通してロコモ体操を実践したことで、昨年度
よりけがが減ったと感じたり、段差などでつまずくことが少なくなったと実感したりした結果であると考える。ま
た、児童にも結果を公表することで数字的にもけがが減ったと児童自身が実感でき、その効果がフィードバックで
きたものと考える。
Ｑ２「ロコモ体操でけがをしにくい身体づくりになると思いますか。」の結果として、１組は80％、２組は50％、
３組は90％が「ロコモ体操でけがをしにくい身体づくりになる」と回答していた。実践した３組は、保健やヒヤリ
ハットなどの授業を通して、未然にけがを防ごうと意識付けることができたからであると考えられる。また、ロコ
モ体操を毎日行うことにより、日々の生活の中でけが予防に対する意識がより強まったからであるとも考えられる。
Ｑ３「ロコモ体操を取り組みたいと思いますか。」の結果として、１組は45％、２組は40％、３組は70％が「ロコ
モ体操を取り組みたい」と回答していた。実践した３組は、毎日ロコモ体操を行うことを習慣付けしたことにより、
意欲的に行う児童が多くなったと考える。しかし、30％の児童は、「どちらかといえば思わない」「思わない」の回
答であった。１年間通して同じ内容のロコモ体操を実践していたため、残念ながら飽きてきてしまったのかもしれ
ない。ロコモ体操のバリエーションを増やし、定期的に替えてみる取り組みなども、今後の工夫は必要であると考
えられる。
Ｑ４「ロコモ体操で身体を動かす楽しさを知ることができると思いますか。」の結果として、１組は35％、２組は
30％、３組は60％が「ロコモ体操で身体を動かす楽しさを知ることができる」と回答をしていた。この結果から全
体的に意識が低いことが明らかとなった。３分という手軽で簡単に行うことができるロコモ体操であるが、時間が
短いため身体を動かす楽しさまで感じることが少なかったものと考える。しかしながら、実践した３組は、他のク
ラスよりも２倍近く回答が多かったことから、ロコモ体操で身体を動かすことが楽しいと感じる児童がより多くい
たことが窺われる。
Ｑ５「ロコモ体操を知らない家族に紹介したいと思いますか。」の結果として、１組は30％、２組は30％、３組は
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70％が「ロコモ体操を知らない家族に紹介したい」と回答していた。これもＱ８同様、全体的に意識が低いことが
明らかとなった。しかしながら、実践した３組は、他のクラスより２倍以上多かったため、効果を実感したことに
より、家族にも共有したいと思う児童が増えたと考える。友達に対しては、55％だったが、家族に対しては70％と
いう結果から、家族がけがで悩んでいたり、段差などでつまずいたりすることを児童にも話しているのではないか
と考えられる。
４．児童の感想（自由記述）
男子Ａ児は、「朝の会のロコモ体操は時間が短いのでやっても意味がない。」と、１学期の感想はやや消極的で
あった。しかし、２学期以降は昨年度よりけがが減ったことで効果を実感することができていた。また、朝の会や
体育時のロコモ体操は時間が短いため、長めのロコモ体操にするとより効果を得られるのではないかと感じていた
ことが窺われた。
男子Ｂ児は、１学期の感想で「正直、めんどうくさいけれど、積極的にやらないとけがにつながるのが、わかっ
たので、真剣に取り組みたい。」と記述していた。また、２学期以降も、ロコモ体操の効果を実感した感想も書い
ていた。しかし、追跡調査の結果、腕を骨折してしまっていた。ロコモ体操を実践してけがをしにくい身体を取り
戻してほしいと強く考える。
女子Ｃ児は、ロコモ体操でけがが減ったと実感していた。特に、「毎日続けることで、実際にけががなくなって
いるので効果は大きい。」や「１年間ロコモ体操をしたらけがが一気に減った。それをお母さんに話したら、お母
さんの友達もけがが減ったらしく、ロコモ体操の効果は本当にあると知りました。ですので、これからも毎日、ロ
コモ体操をして、けがを０にしたい。」という具体的な記述からは、自分だけでなく、母親や母親の友達にも波及
する効果があったものと推察される。
５．保護者アンケートの考察
Q１「この１年でけがが減りましたか。」は85％、Q２「けが予防の意識が高まりましたか。」は70％、Q３「外に
遊びに行くようになりましたか。」は65％、Q４「家でロコモ体操の話をしていましたか。」は45％、Q５「ロコモ
体操でけがが減ると思いますか。」は80％、Q６「ロコモ体操でけがをしにくい身体づくりになると思いますか。」
は85％、Q７「ロコモ体操で身体が軽くなると思いますか。」は80％、Q８「ロコモ体操で身体を動かす楽しさを知
ることができると思いますか。」は80％、Q９「ロコモ体操で身体を動かす気持ちよさを知ることができると思いま
すか。」は80％、Q10「ロコモ体操で運動が好きになると思いますか。」は50％、Q11「ロコモ体操を知らない友達
に紹介したいと思いますか。」は50％、Q12「ロコモ体操を知らない家族に紹介したいと思いますか。」は50％、Q
13「ロコモ体操は良いストレッチになると思いますか。」は85％と回答があった。
よって、ロコモ予防体操に対して保護者は、肯定的な見方が多かったものと考えられる。しかしながら、保護者
自身についてのアンケートのＱ 10、11、12については、半数程度という結果となった。児童のみの効果では、保護
者自身実感していないため、自らが他人に知らせることは少ないのではないかとも考える。また、Ｑ４について肯
定的な見方よりも否定的な見方の方が多いことが明らかとなった。児童たちは、ロコモ体操の効果を実感していた
が、家族にその話をすることが少ないことが示唆された。本実践の効果を児童自身だけで終わらせるだけではなく、
進んで周りに発信できるような環境、例えば定期的に内容を変えてマンネリ化を防ぐや時間を調整するなどの設定
を整えることが大切であると考えられる。
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Ⅵ．総括と今後の課題
１．まとめと総括
本研究をまとめると、概ね以下の通りとなった。
Ｃ小学校は、医療機関へ受診したけが発生件数は、減少していると言える。しかし、すり傷や切り傷などのけが
は減少しているとは言い難い。「ロコモ予防体操」を少しずつ学校全体に広めることで、保護者や地域の人たちに
もけがの予防を認知してもらうことができると考えられる。
今回は、朝の会（３分ロコモティブ体操）、体育の時間（ロコモティブ予防体操バージョン２）の二つを実践し
た。１年間を通して同じ内容を行ったため、飽きてしまう児童がいたことも否めない。そのため、体操の内容を工
夫することで意欲的に取り組めるようにしていかなければならないと考える。
また、Ｃ小学校の養護教諭からは、ロコモ体操の教育実践を通して実践クラスのけがが減ったことや実践学年の
けがが毎年少ないとの言及があった。また、２年前までは全校でけがを減らすことを目標（学校保健委員会での提
案）にして学校全体でけがを防ごうと呼びかけることができた成果は、極めて大きいものと考えられる。
さらに、保護者からは、ロコモ体操に肯定的な考えが多いものと拝察された。また、保護者自身がロコモ体操を
実践されていることや保護者以外の方々に話をし、教育実践されていることにはとても驚いた。ロコモ体操を実践
され、効果を実感されている記述や感想がいくつかあり、担任としてはとても嬉しく感じられた。
しかしながら、研究の対象となった学級の児童たちに話を聞くと、次年度の「６年生になってからはロコモ体操
をしていない。」と言ったことをよく聞く。そのため、年度始めに骨折をする児童が２人も出てしまった。各児童
が自ら進んでロコモ体操に取り組むこともさることながら担任の先生方をはじめ、学校全体で取り組もうとする姿
勢が大切であると痛感した。ロコモ体操での効果やプロセスを早めに提示し、学校全体でけがが少なくなったり、
けがを予防することに繋がったりすることが期待できる。
２．今後の課題と展望、本研究の限界
子どものけがをなくすことは、限りなく不可能に近い。しかし、防ぐことができるけがは必ずある。そのため、
ヒヤリハットや環境整備を行うことや日々の声かけはとても大切であると考える。また、ロコモ体操で行う内容を
定期的に変更することで子どもたちが意欲的に取り組むことができ、自ら進んで取り組もうと心がけることができ
ると考えられる。
体育の授業においても、安全面に配慮した指導を展開していかなければならないため、その効果が薄れてしまう
恐れがある。そのため、ロコモ体操でけがが減ったり、けがを未然に防いだりすることができることが分かれば、
保健体育の原理原則である「安全と効果」のバランスも、より良くなると考える。
また今回、林久美子（2016）が行っていた研究を引き継ぎ行うことができたが、先行研究である林承弘（2015）
の研究と比較することができなかったのが大きな反省材料である。さらに、本研究の教育実践の効果が実際あった
かをテキストマイニングやKJ法などの心理学的な手法や方法を取り入れることができればよかったと考えている。
付 記
本論文は、ファーストオーサーが2019年に名古屋経済大学大学院人間生活科学研究科幼児保育学専攻に提出した
修士論文の一部を、加筆・修正したものである。
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